
第41回大会〕 被　服　131

D 31
c シン釘のすiiカド影－と則か^編j;-e:の同J-にフい７
鉱車(り^J-λ泰μ　O(り。皐J-　　大所加入主ii什　子利ぷ

　1幻　鍔報乱f，引りI ン4勁i[iiヵ片彰響と荼i i 琲&£の卓凶ドフ，・マ秘希し私.

f糾貪り剔丿靫<r)緬x)!tと鵜紛争ド用い≒これらの回l。ヽ゛fi
埓打I T<。

　^茲　じ。しif g一走ま肩り&會リゼリ（め]てべらこ釘とい#'みr-- クに取ば(ｰ片す

ゑヵ験む添£ il 接腫教に収置口，-fま･ i＼持S p 曲碑と冽走し斥。同一番テや編必濾

εわ□ぜ片埓平締t'tと崎μ携｀の晋μi 2fi糟の崎p判いフいX , 各7 100 回めす通ﾒｱと測走

し，極入賞ま刃威i a>f:ズみヌ･クムリ

足l , ごれb め)S? とす遣ヵとめ割石とぷ痙i μ。

　μ￥　崎j≪の↑ゑ/(7(f , 夢乱厚ぎT ，童ざ/，≪ I,'－7ァクターK , オ4乖P- f. , 初潮

禅柱豪E . ^ん昨剛槽6リリμ/ μべれりロi のt-tvo口わ1 ↑まわ･^% ( μφ。し・ヽ

L , 詞レ｀紬μ所乱, 試卸伊四づ嗜Aがへの引(影響f ;i (り旧:? い*肇μ=5,
　痔そ崎r^/払--tμ携^?

と-f-まﾒﾌとの同目f=ね)μμ溥ふf≪り暑られん/I-フドノコ・i- 崎ノ灼り7面挑めり

T･嫡，∩7 ノソ7'嶋ﾉI (A%μムテローフ崎とぱ陳吻堵り．xrの値（χI < r-几　ぞれμ純
一，?すゑ刺μf^fロj- i .

O川由, 汲？乱涙野，号利丿瀕冴仏，2も朽2 (ini)

D 32　　被服材料の熟吸収並びに表面特性について

　　　　　奈良女大家政　　o 鋤柄佐千子　丹羽雅子

　　　　　北海道教育大　　　藤本尊子　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　目的　被服材料、特に肌着材料や裏地の性能評価には、人間が衣服に対して持つ触覚にか

かわる素材の表面感覚が重要なファクil -となる。そこで本研究(i、人体が被服材料に接触

した時の接触冷温感にかかわる被服材料の過渡的な熟移助現象、並びに肌触り・着用感に影

響をs. ぼすと考えられる表面特性を測定し性能評価の基礎資料を得る。

　方法　新しく試作された熟移動現象･圧縮装置ｏを用い、皮膚感覚を模擬して作られたセ

ンサーにより．圧縮荷重・変形速度を変えた時の．微分温度（・C／sec）を測定する．布の表面

特性としては. KES-F3試験機の接触子に指の指紋を想定したピアノ線,ストッキング、レー

ヨンの裏地をつけ、表面摩擦係数及びその変動を求める．試料には≪ool lOOiSのモスリン、サ

- ジ．フラノ及び天然皮革とP 01 y e s te r／≫0 01混紡割合を変化させた平･綾織布、ポリエステ

ル、紡のサテン及びトリコットのランジェリ- 素材をS いた．

　結果　微分温度は最大圧縮荷重に比例する傾向がみられ、材料の厚さが小さいほど大きい。

≪0 01 /P 01 y e s t er混紡布では、Woolの混紡割合が大きいほど微分温度が小さく、冷感をもたら

しにくいと考えられ、また混串の影響はストッキング、レーヨン裏地との摩擦係数に順著に

みられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　´
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